
参考資料 １ 

 
 

2018（平成 30）年 6月 7日 
 
（独）医薬品医療機器総合機構 
理事長 近 藤 達 也 様 
同 運営評議会救済業務委員会 
会 長 宮 坂 信 之 様 

 
救済業務委員会 
委員 栗原 敦 
同  矢倉 七美子 

 
 

平成 30年度第 1回救済業務委員会に際して（要望、質問など） 
 
標記の件、下記の通りでありますのでよろしくご対応をお願い致します。 

 
記 

【要望事項】さらなる救済制度利用促進の為に、それを阻害する要因は何か、またそれを克

服する方法を模索するために、関係文献・情報の日常的収集、調査・研究を通常業務として

取り組んでいただきたい。 
 
【関連質問】健康被害救済業務においては、重篤副作用に苦しむすべての患者が救済される

ための環境づくりが根本的な使命であることは自明であると思われますが、その上で総合

機構においては、目標としていかほどの申請件数を想定しているか。 
 

以上 
 


